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世界に挑む「二刀流」サーファー

インタビュー・文：片山清宏・片山久美

　太陽が夏を名残惜しんでいるかのような9月の夕暮
れ。江の島のMOScafeに、WQS世界ツアー予選大会を
終え、インドネシアのニアスから帰国したばかりの彼の
姿があった。

堀越力。

　今大会では、航空会社のミスで試合前日まで現地に
自分のサーフボードが届かず、思うように練習ができ
なかったと話す。

「いつでもベストな状態で試合に臨めるわけではな
い。今回のWQSはいい結果を残せなかったけど、どん

な状況でも勝てる選手は勝てるんです。今回の経験を
次に生かしたいと思います」

　アクシデントも前向きにとらえる23歳。凛とした堀越
の生き様を追いかけた。

父の影響で2歳からサーフィン

　1996年9月20日、鵠沼生まれ、鵠沼育ち。164cm、
62kg。小柄ながらもパンチのきいたパワーのあるター
ンと完成度の高いエアーで見る者を魅了する。NSA１
級、2012年AUSマンリーボードライダースU-18優勝、ビ
ラボンサーフィンゲームス優勝、ASP湘南OPEN5位など

輝かしい経歴を持つ。O'Ne i l l、CHP su r fboa rd、
Destination、FCS、Electric、starboard japan、zen 
nutrition、oneness garage gym からスポンサードを
受け世界で戦い続けるプロサーファー。
　日本のサーフィン界で今最も注目されている「ゴー
ルデン・エイジ」の一人。そんな堀越の初めてのサーフ
ィン体験は、彼の記憶にない。

「多分最初にサーフィンをしたのは2歳か3歳くらいで
す。気付いた時には大人に混じってサーフィンをして
いました（笑）。幼稚園の頃、逗子に住んでいたことも
あるのですが、その時は毎週逗子から鵠沼のクラブチ
ームへ通っていました。小学校1年生の時には父が鵠
沼にサーフショップをオープンし、鵠沼海岸に引っ越し
てからは、毎日海に入るようになりました」

　早くからその才能を開花させた堀越は、鵠南小学校
2年生の時に地元の大会に初出場にして初優勝をおさ
めた。

「ビギナークラスでの出場でしたが、初めて大会に出
て、めちゃくちゃ楽しいと思いました。いつも一緒に海
に入っていた3つ上の先輩たちは上のクラスで優勝し
ていて、彼らに憧れて『もっとうまくなりたい！』と思った
のを覚えています。でも、練習しなきゃというよりは純
粋に楽しくてしょうがない感じだったと思います」

　堀越のサーフィン人生のスタートには、父親の存在
が大きく影響していた。サーフショップのライダーをし
ていた父は、NSA全日本選手権での優勝経験を持ちな
がらもプロにはならず、堀越、弟、妹の3兄弟を支え続

けた。堀越が小学校1年
生の時に鵠沼海岸に

「Grow Surf」というサー
フショップを開業。現在
は、浜松の潮見坂海岸
に「Grow Cafe」という
宿泊もできるカフェ＆
サーフショップを運営し
ている。

「私は長男ということも
あったのでしょうか、父
の指導はスパルタでし
たね。台風の時にひた
すらドルフィンの練習とか、波に乗らずにパドルの練
習とか。嫌になることもありました（笑）」

一人で海外へ武者修行

　将来世界に出ることを見据え、習い事は水泳、そして
英会話。小学校低学年ですでに世界を目指していた堀
越は、小学校5年生から海外へサーフィンの単身武者
修行に旅立つ。

「父が英語を覚えるために一人で行きなさいと。初め
ての海外はカリフォルニアへ、その後はオーストラリア
のシドニーへ年2回くらい、夏休みや冬休みを利用して
１ヶ月間ほど行っていました。小6の時に中国経由でオ
ーストラリアに行ったとき、トランジットで日をまたぐ
時があり、中国でホテルを取らないといけなくなって。

英語も分からないのに必死でホテル
に電話して、車で40分くらいのホテ
ルに着いたとたん不安で大泣きしま
した」

　シドニーのホームステイ先は有名
なシェイパーの家で、有名選手のシェ
アハウスのようになっていた。世界の
トップサーファーたちと寝食を共に
し、日本では味わえないようなハード
な波も経験。堀越はメンタル、フィジ
カル共にどんどん成長していった。

　武者修行が功を奏し、日本に戻っ
てから堀越は、小学校5年生で全日本
選手権大会キッズクラス3位という好
成績を収めた。

プロサーファー　堀越力氏
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「父と一緒に全国を回るようになったのはこの大会が
きっかけでした。父はハイエースに私を乗せて、良い波
を求めて車中泊までして日本中連れて行ってくれまし
た。ライディングの様子もビデオで録画してくれて、メ
ンタルや技術的なアドバイスをしてくれました。本当に
ありがたかったです。今、私が弟たちや地元の後輩に
同じことをしているのは、間違いなく父の影響ですね」

高校生でプロデビュー

　中学は地元の湘洋中学校へ進学。既に全国で活躍し
ていた堀越に対し、学校は温かく応援してくれた。

「サーフィンをしていると海水の塩分や紫外線の影響
で髪の毛の色素が抜けて、金髪になってしまうので、黒
髪スプレーをして学校に通っていました（笑）。早朝に
サーフィンしてから学校に行って、疲れて授業中にうと
うとしていたら、髪の毛に教科書がくっついて笑われた
ことも。怒る先生もいましたが、頑張っている姿を見て
応援してくれる先生も多かったし、サーフィン以外の友
達もたくさんでき、いろんな人に支えられて充実した学
校生活でした。

　なかなか試合で勝てないとき、サーフィンを辞めて
同年代の子達と同じように、サッカーや野球などをやり
たいと思ったこともあった。心が折れそうになると、相
談するのはいつも母だった。

「母は特にスポーツの経験もないし、サーフィンの知識
が豊富というわけでもない。でも勝てないとき、試合に
出たくないとき、『今までずっと頑張ってきたんだから、
今辞めたら絶対もったいないよ』と、いつも励ましてく
れました。普段の私の様子を一番気にかけてくれて、そ
の時にベストなアドバイスをくれる。自分の活躍する姿
を一番見せたいのは、今でも母なんです」

　そんな母から「高校まではきちんと出なさい」と言わ
れ、高校は小田原市酒匂にある通信制の日本サーフア
カデミー高等部へ進学。そして、在学中の18歳で遂に
プロデビューを果たした。

「私たちの世代は『ゴールデン・エイジ』と言われてい
て、早い子は13歳、15歳で当たり前のようにプロになっ
ていました。でも、勝てなければプロになっても意味が
ないんです。これならプロでも戦えると感じるまでは焦

らないことにしました」

　高校3年生のとき、全日本級別選手権大会で初の
NSAアマチュアタイトルを獲得。伊豆で行われたレプロ
エンターテイメントJPSA伊豆下田プロでは、厳しいトラ
イアルを経てプロが待ち構える本戦に出場。トライアル
から数えて12回連続でヒートを勝ち抜きファイナルへ
進出、見事プロサーファー公認資格を得た。

　同年、ツアーランキングトップ10選手が戦うグランド
チャンピオンゲームスというアマチュア最高峰の大会
でも優勝し、年間グランドチャンピオンの座も勝ち取っ
た。堀越が「これならプロでも戦える」という感触がヒッ
トした瞬間だった。満を持して次シーズンからプロツア
ーにデビュー、プロサーファー堀越力の人生が始まっ
たのである。
 

「二刀流」で世界をめざす

　同じ頃、SUPサーフィン（スタンドアップパドルボード
サーフィン）で日本一になった父に勧められ、弟、妹と

一緒にSUPを始めた。

「SUPをやったらサーフィンにも良い影響があるよと言
われて、実際にやってみるとそのとおりだなと。サーフ
ィンと違って大きい板を動かすのでボードに立つ位置
が重要で、しっかりと体重を入れないとターンできな
いんです。立ちながら漕ぐので体力も使う。SUPからサ
ーフィンの本質や基本をしっかり学ぶことができるの
で、サーフィンのスキルアップにとても役に立っていま
す」

　SUPサーフィンは高校生の時に初めて出たSUPA全
日本選手権大会で準優勝し、2017,2018年の全日本選
手権で2年連続優勝。SUPの世界選手権 『2018 ISA
 Wor ld SUP & Paddleboard Championship』で5
位入賞を果たし、サーフィンとSUPサーフィンの2つの
武器を持つ「二刀流」サーファーと呼ばれるようになっ
た。

　日本のSUP人口も増え、レベルも上がっている一方
で、世界を見てきた堀越は、日本特有の排他的な雰囲
気も感じるという。
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「日本はエリアごとの規制がどんどん厳しくなってい
るんです。ここはショートボードしかダメとか、ロング
はこっちとか、SUP禁止とか。それでいざこざも起き
たりしている。海外ではそういうことはないです。プロ
も初心者も、サーフィンもSUPもお互い譲り合って配
慮して楽しく乗っている。ローカルへのリスペクトも
あります。SUPをやる理由はもちろんサーフィンに活
かせるということもありますが、自分がサーフィン、
SUPの両方で結果を出すことで、日本のそういった排
他的な意識を変えていきたいという思いもあるんで
す」

オリンピック強化指定選手へ

　2019年3月。堀越は2020年東京オリンピックの強化
指定選手として鴨川合宿に参加。合宿では試合が行
われ、参加者40?50人の中からオリンピック選考大会
の代表12人が選ばれ、堀越もその一人となった。

「合宿ではサーフィンの練習だけではなく、トップアス
リートとしての心構えや所作なども学びました。ドーピ
ング検査もあるから市販薬一つ服用するのも本当に
気をつけなければいけない。オリンピック強化指定選
手になって、日本を代表するアスリートの重圧、大変さ
を知ることができました」

　大会のコンディションに合わせたトレーニングや、
体の仕組みをしっか
り突き詰めた接骨院
でのケアなど、トップ
アスリートとしての
意識は常に心がけて
いる。そして堀越は
いま、「日々進化して
いる感覚がある」と
いう。

「世界のトップサーフ
ァーが何十人も横に
いる中で波を取りに
行く、その経験だけ
でもとても勉強にな
ります。他の選手の
技の構成など、自分
にない発想を体に刻
み込む。その場にい

てこの感覚を磨き続
けないと世界のトッ
プから遅れていって
しまうんです。『負け
るから出ない』なん
て言ってられませ
ん。たとえ波に乗れ
なかったとしても、
乗れない原因は分
かる。1年後、数年後
の自分の成長が楽
しみなので、今は負
けても落ち込みませ
ん」

日本のサーフィン界を変えたい

　堀越は、自分が活躍することで、次世代のサーファー
たちのために今の状況を変えていきたいと話す。

「プロ選手として納得いくまでとことん突き詰めてやった
ら、そのあとは思い切って引退して、サーフィン界に貢献
する側に回りたいと考えています。恩返しの意味も込め
て。『日本のサーフィンを変えたい』。私が全世界を回って
思ったことです」

「日本の波は小さいので、世界で戦えるレベルになる
ためには小さい頃から海外のビッグウェーブを経験
することが不可欠です。現在もプロ仲間が頑張ってく
れているおかげで、大手企業が少しずつスポンサー
についてくれるようになってきましたが、大会での賞
金も少ないし、まだまだサーフィンだけで食べていく
にはハードルが高い。それに、サーフカルチャーの
ない地域ではまだまだサーフィン＝ネガティブなイ
メージがあると思うんです。自分たちは良いけど、ア
スリートとして一生懸命頑張っている小学生たちが『
金髪だからだらしない』と言われたりしているのは辛
い」

　プロサーファーとして大会で良い成績を収め賞金
やスポンサーを獲得していく堀越と、次世代の子供
たちのため、サーフィン界のために貢献していく堀
越。

「利己」と「利他」。

　この2つの人間性を自然に持ち合わせている「二
刀流」が、彼の本当の魅力なのだ。

「自分たちの世代が世界のトップが集まる大会で結
果を残していかなければならないと思っています。サ
ーフィンが柔道や野球のように国民から愛されるメ
ジャーなスポーツに少しでも近づけるように。そし

て、世界に挑戦する姿が地元で頑張っている後輩た
ちの夢や目標になれるように。私は、自分の人生を日
本のサーフィンに捧げることに決めたんです」

チャレンジする人生を

 堀越は今年9月に23歳になった。同年代はちょうど社
会人になった年頃。最後に、同世代の人々へのエー
ルを、とお願いした。

「自分の強みは、常に全力で攻める強気な姿勢です。
難易度が高くてリスクがあってもエアーなどで点を
取りにいく。8点か0点かといった戦い方を常にしてい
きたいと思っています。人生は一度しかないので、自
分のやりたいことがあったら絶対チャレンジすべき。
初めから安定を求めたり、楽な方に行こうとしたりす
ると、本当に自分がやりたいことが分からないし、自
分の強みも見つけられない。お金や時間を言い訳に
してやらないのではなく、少しでもいいから挑戦して
みることが大事だと思います。自分もまだまだいろん
な可能性を見つけていきたいです」

　堀越は、間違いなく湘南が生んだ逸材だ。プロサ
ーファーとしても、一人の人間としてもまだまだ進化
を続けていくだろう。堀越と日本のサーフィン界の未
来は明るいと確信した。　　　　　　　　　      （了）

PHOTO : ISA
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「日本はエリアごとの規制がどんどん厳しくなってい
るんです。ここはショートボードしかダメとか、ロング
はこっちとか、SUP禁止とか。それでいざこざも起き
たりしている。海外ではそういうことはないです。プロ
も初心者も、サーフィンもSUPもお互い譲り合って配
慮して楽しく乗っている。ローカルへのリスペクトも
あります。SUPをやる理由はもちろんサーフィンに活
かせるということもありますが、自分がサーフィン、
SUPの両方で結果を出すことで、日本のそういった排
他的な意識を変えていきたいという思いもあるんで
す」

オリンピック強化指定選手へ

　2019年3月。堀越は2020年東京オリンピックの強化
指定選手として鴨川合宿に参加。合宿では試合が行
われ、参加者40?50人の中からオリンピック選考大会
の代表12人が選ばれ、堀越もその一人となった。

「合宿ではサーフィンの練習だけではなく、トップアス
リートとしての心構えや所作なども学びました。ドーピ
ング検査もあるから市販薬一つ服用するのも本当に
気をつけなければいけない。オリンピック強化指定選
手になって、日本を代表するアスリートの重圧、大変さ
を知ることができました」

　大会のコンディションに合わせたトレーニングや、
体の仕組みをしっか
り突き詰めた接骨院
でのケアなど、トップ
アスリートとしての
意識は常に心がけて
いる。そして堀越は
いま、「日々進化して
いる感覚がある」と
いう。

「世界のトップサーフ
ァーが何十人も横に
いる中で波を取りに
行く、その経験だけ
でもとても勉強にな
ります。他の選手の
技の構成など、自分
にない発想を体に刻
み込む。その場にい

てこの感覚を磨き続
けないと世界のトッ
プから遅れていって
しまうんです。『負け
るから出ない』なん
て言ってられませ
ん。たとえ波に乗れ
なかったとしても、
乗れない原因は分
かる。1年後、数年後
の自分の成長が楽
しみなので、今は負
けても落ち込みませ
ん」

日本のサーフィン界を変えたい

　堀越は、自分が活躍することで、次世代のサーファー
たちのために今の状況を変えていきたいと話す。

「プロ選手として納得いくまでとことん突き詰めてやった
ら、そのあとは思い切って引退して、サーフィン界に貢献
する側に回りたいと考えています。恩返しの意味も込め
て。『日本のサーフィンを変えたい』。私が全世界を回って
思ったことです」

「日本の波は小さいので、世界で戦えるレベルになる
ためには小さい頃から海外のビッグウェーブを経験
することが不可欠です。現在もプロ仲間が頑張ってく
れているおかげで、大手企業が少しずつスポンサー
についてくれるようになってきましたが、大会での賞
金も少ないし、まだまだサーフィンだけで食べていく
にはハードルが高い。それに、サーフカルチャーの
ない地域ではまだまだサーフィン＝ネガティブなイ
メージがあると思うんです。自分たちは良いけど、ア
スリートとして一生懸命頑張っている小学生たちが『
金髪だからだらしない』と言われたりしているのは辛
い」

　プロサーファーとして大会で良い成績を収め賞金
やスポンサーを獲得していく堀越と、次世代の子供
たちのため、サーフィン界のために貢献していく堀
越。

「利己」と「利他」。

　この2つの人間性を自然に持ち合わせている「二
刀流」が、彼の本当の魅力なのだ。

「自分たちの世代が世界のトップが集まる大会で結
果を残していかなければならないと思っています。サ
ーフィンが柔道や野球のように国民から愛されるメ
ジャーなスポーツに少しでも近づけるように。そし

て、世界に挑戦する姿が地元で頑張っている後輩た
ちの夢や目標になれるように。私は、自分の人生を日
本のサーフィンに捧げることに決めたんです」

チャレンジする人生を

 堀越は今年9月に23歳になった。同年代はちょうど社
会人になった年頃。最後に、同世代の人々へのエー
ルを、とお願いした。

「自分の強みは、常に全力で攻める強気な姿勢です。
難易度が高くてリスクがあってもエアーなどで点を
取りにいく。8点か0点かといった戦い方を常にしてい
きたいと思っています。人生は一度しかないので、自
分のやりたいことがあったら絶対チャレンジすべき。
初めから安定を求めたり、楽な方に行こうとしたりす
ると、本当に自分がやりたいことが分からないし、自
分の強みも見つけられない。お金や時間を言い訳に
してやらないのではなく、少しでもいいから挑戦して
みることが大事だと思います。自分もまだまだいろん
な可能性を見つけていきたいです」

　堀越は、間違いなく湘南が生んだ逸材だ。プロサ
ーファーとしても、一人の人間としてもまだまだ進化
を続けていくだろう。堀越と日本のサーフィン界の未
来は明るいと確信した。　　　　　　　　　      （了）
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藤沢スマイル歯科医院

スタッフ募集　笑顔あふれる新しい職場
【募集要項】若干名
【交通費】全額支給（車通勤OK！）
【待遇充実！食事代補助】
【設立】2008年
【科】一般、小児、矯正、審美、予防、ホワイトニング、歯周病治療、顎関節治療
【休】完全週休2日制（水、祝、他1日）※祝日週の振替診療なし
【就業時間】（月、火、木、金）10：00～20：00
　　　　　（土、日）10：00～18：00　各日休憩90分

【他】夏季5日　冬季5日

いたくない！小児歯科から歯周病治療。入れ歯治療まで

トレアージュ白旗2F医療モール（小田急江ノ島線　藤沢本町から徒歩5分）
無料大型駐車場あり
HP　http://www.fujisawa-smileshika.jp

AD

誰でも参加できる"海の学び場"『湘南VISION大学』授業

10.06

Sun

知ってみよう！
美味しく、楽しく、精進ごはん
食欲の秋、美味しい秋。普段の家庭料理に取り入
れやすい“精進料理”を知り、食の楽しみ方、大切
さを教わります。献立は意外にも中華？！精進で
中華？！食材には湘南で採れた若芽や海苔も登
場、メイン２品と食後のデザートを作ります。今
年リニューアルした茅ヶ崎の「うみかぜテラス」。
大きな窓の解放感あるきれいな調理室が今回
の教室です。

海を見渡せる鎌倉・七里ガ浜の高台にあるガラス
工房で、心地よい潮風を感じながら、自由にイメ
ージしてガラス作品を作ってみませんか？
フュージングガラスとは、板ガラスの上に、色とり
どりのガラスチップを並べて作るガラス作品です。
四角や丸に切り出した透明の板ガラスから好き
なものを選んで、表札やオーナメントなど、自分が
作りたいものを作れます。

日時：2019年10月6日（日）10:30～13:30
場所：茅ヶ崎公園体験学習センター うみかぜテラス

地階 調理室
講師：園部暁美氏、中園五月氏

精進料理生活21年。精進料理の良さを伝えるべく、2008年
より料理教室を開催する姉妹ユニット「iori（いおり）」を始
める。現在、主に茅ケ崎を拠点に活動中。

参加費：大人3,500名、子供1名）

日時：2019年10月19日（土）10:00～12:00
場所：ガラス工房「JONAS GLASS VISION（ヨーナスガラスビジョン）」

2008年「JONAS GLASS VISION」を鎌倉・七里ガ浜に設立し、現
在活動中

講師：賀来ヨーナス氏〔JONAS GLASS VISION〕
参加費：2,300円～6,500円程度

10.19

Sat

色ガラスを並べて楽しく作ろう！
フュージングガラス体験
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